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【現状と課題】
南アフリカにおいては、アパルトヘイト政策下で教育および技術習得の機会を制限されてきた人口の約80％を占める
貧困黒人層の熟練技術者が少ない現状であり、当該若年層の失業率も極めて高い。国家開発計画「2014～2019年中期
戦略枠組」では「成長の加速化及びやりがいのある仕事(decent work)と持続可能な生計を創出する経済への転換」
及び「スキル及び人材基盤の強化」が掲げられている。

【開発課題への対応方針】
新興経済国として中長期の安定的成長を下支えする人材を育成すべく、基礎教育の改善及び
技術教育・職業訓練等の産業人材育成の強化を図る。また、同国が中所得国である側面を重
視しつつ、科学技術分野での相互協力を拡大し、同分野での人材育成を行う。

協力プログラム名 協力プログラム概要 案件名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
備考

国別開発協力方針　別紙

対南アフリカ共和国事業展開計画

基本方針
（大目標）

成長の加速化と貧困層の底上げ

重点分野１
（中目標）

成長加速化に向けた人材基盤の強化とインフラ開発促進支援

個別専門家

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

2017 2018 2019 2020 2021 2022

技プロ 2.83

国別研修

個別専門家

個別専門家

自動車産業人材育成アドバイザー（II） 個別専門家

ＪＯＣＶ／ＳＶ

個別専門家

国別研修ABEイニシアティブ

人材育成分野の青年海外協力隊/シニア海外ボランティア

技術教育・職業訓練の改善、中小企業
支援、官民共同促進等を通じて、「や
りがいのある仕事と持続可能な生計の
創出」に向けた実践的な人材育成を図
る。特に、南アフリカが新興経済国と
して中長期の安定成長を遂げるために
喫緊の課題となっている黒人層の人材
育成を支援する。

産業人材育成プロ
グラム

産業人材育成アドバイザー

技能工育成のための職業訓練校技能強化プロジェクト

算数教育政策アドバイザー

初等算数科における教員の授業実践能力向上

産業政策アドバイザー

自動車産業人材育成アドバイザー

開発課題１－１
（小目標）

産業人材・高度人
材育成支援
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中小企業支援

衛星データを活用した農作物生産性向上のための農業情報サービスビジネス
（SDGsビジネス）調査 協準（BOP）

海洋監視システム普及促進事業 民間提案型技協

南部アフリカにおける気候予測モデルをもとにした感染症流行の早期警戒シス
テムの構築プロジェクト

年度 年度

個別専門家プレトリア大学日本研究センター専門家

先進的軌道保全技術（座屈防止版）導入による脱線等の軌道事故を防止するた
めの普及・実証事業

公共財政管理 国別研修

メデュピ火力発電所排煙脱硫装置建設事業準備調査

水処理システムと湿式抽出法による藻類の高効率燃料化の融合と実用化 科学技術 3.22

IBTC無収水研修能力強化プロジェクト

ガス利活用に係る情報収集・確認調査

座屈防止板導入による鉄道施設（軌道）の効率的な維持管理の案件化調査

4.23

地球観測アドバイザー

国別研修地球観測能力強化

個別専門家

科学技術

年度 年度

【開発課題への対応方針】
政府・公共機関による予算配賦・事業実施に対する支援及び民間投資インフラの案件形成を
積極的に実施し、安全な水供給や再生可能エネルギーを含む地方電化等に向けたインフラ開
発を促進する。また、将来的な借款案件形成に向けて、引き続き政府・公共機関との調整を
行う。

協力プログラム名 協力プログラム概要 案件名 スキーム

実施期間

支援額

（億円）
備考

2017 2018 2019 2020
2021 2022

年度
以前

年度

公共財政管理アドバイザー

公共財政管理 国別研修

個別専門家

中小企業支援

技プロ

基礎情報収集（一般）

協準（有償）

【現状と課題】
南アフリカにおいては、近年の経済成長と黒人中間層の台頭の結果生じた公共インフラ不足が、今後の経済成長の制
約要因となることが問題視されている。政府はインフラ投資の大幅な拡充を検討すると同時に、水セクターでのイン
フラ開発、電力マスタープラン策定等を進めている。

開発課題１－２
（小目標）

インフラ開発促進
支援

公共・経済基盤イン
フラ整備・支援プロ
グラム（強化プログラ

ム）

経済基盤インフラ（電力、運輸、水）の担
当省庁及び国営公社による計画策定・事
業実施、維持管理に係る能力構築支援、
及び公共支出予算の適正化に係る支援
等を通じ、南アフリカ政府による効果的・
効率的なインフラ開発の促進に寄与す
る。

科学技術、気候変動対策分野での研究
協力等を通じて、社会・経済開発の推
進に必要なイノベーション創出に向け
た人材育成を図り、その成果の社会還
元・社会開発への応用を支援する。

相互協力を通じた
高度人材育成プロ

グラム
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年度 年度

支援額

（億円）
備考2017 2018 2019 2020

重点分野２
（中目標）

経済・社会的格差是正に向けた支援

【現状と課題】
南アフリカにおいては、高い妊産婦死亡率、HIV/エイズの蔓延や高い結核有病率に伴う経済的損失や社会費用の増
大、遺児の増加が社会問題となっている。また、経済格差拡大により享受できる基本的な社会サービスに不平等が生
じており、とりわけ経済・社会的格差是正に向けた地方部貧困層や障害者、女性等に対する支援が喫緊の課題であ
る。

【開発課題への対応方針】
障害と開発、社会保障制度の改善及びコミュニティ開発に携わる人材育成等を通じ、貧困
層、障害者、女性等の経済・社会参加を促進する。

協力プログラム名 協力プログラム概要 案件名 スキーム

実施期間

年度
以前

年度 年度 年度

地域水産業の持続的発展に寄与する行政官の実践的能力開発 国別研修

小規模園芸農民組織強化計画（SHEP）に関する課題別研修 課題別研修他

小規模園芸農民組織強化アドバイザー 個別専門家

障害者支援分野課題別研修 課題別研修他

障害者のエンパワメントと障害主流化促進プロジェクト 技プロ

有機農業塾を拠点とした農村作り 草の根技協

社会的弱者支援分野の青年海外協力隊/シニア海外ボランティア JOCV/SV

アクセシブルなまちづくりを通した障害者自立生活センターの能力構築 草の根技協

障害者支援、社会保障制度改善、及
び、コミュニティ開発を実践するため
に必要となる州・郡の行政官及び各コ
ミュニティの人材育成を通じ、国内の
経済・社会的格差是正に向けた支援を
行う。

経済・社会的格差
是正プログラム

保健分野能力開発
プログラム

開発課題２－１
（小目標）

経済・社会的格差
是正に向けた支援

我が国のUniversal Health Coverage
（UHC）の知見を活用し、南アフリカ
におけるUHCの推進にむけた政策及び
人材育成に関する支援を行う。 ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ達成のための保健財政能力強化 個別専門家
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【凡例】　「協準」（＝全ての協力準備調査）、「詳細設計」（＝詳細設計）、「技プロ」（＝技術協力プロジェクト）、「開発計画」（＝開発計画調査型技術協力）、「個別専門家」、「個別機材」、「国別研修」、「課題別研修他」（＝課題別研修及び青年研修）、「ＪＯＣＶ」（＝青年海外協
力隊）、「ＳＶ」（＝シニア海外ボランティア）、「第三国専門家」、「第三国研修」、「現地国内研修」、「科学技術」（＝科学技術協力（技プロ型及び個別専門家型））、「草の根技協」（＝草の根技術協力）、「○○省技協」（＝外務省・ＪＩＣＡ以外の省庁及び独立行政法人等が実施してい
る技術協力）、「民間提案型技協」（＝開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業）、「無償」（＝以下に特記するサブ・スキームを除く全ての無償資金協力）、「水産無償」（＝水産無償資金協力）、「食糧援助」（＝食糧援助）、「一般文化」（＝一般文化無償資金協力）、
「草の根文化」（＝草の根文化無償資金協力）、「緊急無償」（＝緊急無償資金協力）、「日本ＮＧＯ」（＝日本ＮＧＯ連携無償資金協力）、「草の根無償」（＝草の根・人間の安全保障無償資金協力）、「有償」（＝円借款、海外投融資）、「情報収集調査」（＝基礎情報収集・確認調査）、「マ
ルチ」（＝国際機関等を通じた多国間協力スキーム）、「中小企業支援」（＝中小企業海外展開支援事業「基礎調査」、「案件化調査」及び「普及・実証事業」、並びに中小企業連携促進基礎調査）、実線「―――」（＝実施期間）、破線「- - - -」（＝実施予定期間）
※この凡例にない略語を使用する場合は凡例に当概略語を記載したうえで使用する。

南アフリカに蓄積された知見の周辺国
への還元、対南アフリカ協力の周辺国
展開を行い、当該課題解決に向けた多
国間協力を加速化させ、多面的かつ効
果的な援助を実施する。TICADイニシ
アティブに基づき、国際機関、地域共
同体(RECs)、同国政府機関との有機的
連携を通じたSADC地域全体に裨益する
取組を展開していく。

域内共通課題支援
プログラム

開発課題３－１
（小目標）

域内共通課題支援

【現状と課題】
南アフリカは、新興経済国への成長を背景に、南部アフリカ地域の貿易促進、地域インフラ整備を推進している。

【開発課題への対応方針】
同国の高い潜在能力を活用しつつ、他のアフリカ諸国に対する支援に関し我が国と連携して
三角協力を行うことで、より多面的かつ効果的な南部アフリカ開発を支援するとともに、同
国の援助国への転換を促進する。

協力プログラム名 協力プログラム概要 案件名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
備考

重点分野３
（中目標）

南部アフリカの開発促進

2021 20222017 2018 2019 2020

ＴＩＣＡＤアドバイザー 個別専門家（有償）

年度
以前

年度 年度 年度 年度 年度

南部アフリカ観光開発計画アドバイザー 個別専門家

南部アフリカ地域開発金融機関のためのプロジェクトバリューチェーンの強化 課題別研修他

南部アフリカ救命士研修 その他


